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第２章 対象事業の目的及び内容 

2.1 対象事業の目的 

風力や太陽光などの再生可能エネルギーは、資源枯渇のおそれがなく、発電時に地球温

暖化の原因となる二酸化炭素を排出しないなど優れたエネルギーであり、平成30年7月に

閣議決定された「第5次エネルギー基本計画」の中では「有望かつ多様で重要な低炭素の

国産エネルギー源」とされ、導入が推進されている。 

本事業は、既設の風力発電所である長崎鹿町ウィンドファームの撤去後に新たに風力

発電所を建設し、得られたクリーンエネルギーを供給することでエネルギーの自給率向

上や地球温暖化対策へ貢献することを目的としている。 

本事業の実施に当たっては、既設風力発電所の跡地を最大限活用することにより改変

エリアを最小化するなど、周辺環境との調和に努め、環境への影響を可能な限り低減する

こととしている。 

なお、本事業は「固定価格買取制度におけるリプレースの認定の考え方（風力、地熱、

水力）」（平成29年5月更新、資源エネルギー庁）に基づき、新設事業として扱われる事業

である。 

 

2.2 対象事業の内容 

2.2.1 特定対象事業の名称 

(仮称)佐世保市鹿町町風力発電所設置計画 

 

2.2.2 特定対象事業により設置される発電所の原動力の種類 

風力(陸上)  

 

2.2.3 特定対象事業により設置される発電所の出力 

総出力：33,600kW 

定格出力3,000～4,000kW級の風力発電機を8～11基程度設置し、総出力が33,600kWを

超えないよう制御する。 

 

2.2.4 対象事業実施区域 

対象事業実施区域：長崎県佐世保市及び北松浦郡佐々町 

対象事業実施区域の面積：約311ha 

対象事業実施区域の位置及びその周囲の状況は、第2.2-1～3図のとおりである。 

 

2.2.5 特定対象事業により設置される発電所の設備の配置計画の概要 

第2.2-2～3図に示す位置に風力発電機8～11基程度を設置する計画であり、風力発電

機の配置については、今後の環境影響評価の結果、関係機関との協議等を踏まえるもの

とする。 

風力発電機の配置については、以下の基本方針に基づき、検討を行う。 
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・台地上の平坦な場所を中心に、風力発電機を配置する。 

・既設風力発電機及びその附帯設備並びに既存道路を可能な限り有効活用できる配

置とする。 

・風力発電機稼働時における騒音による生活環境への影響を極力回避できるよう努

める。 

・風力発電機間の間隔は、風況解析の結果に基づき、ウェイク（風車後流）に伴う

乱流による影響を可能な限り回避した配置とする。 

・「森林法」（ 昭和26年法律第249号）に基づく保安林に風力発電機は配置しない。 

・世界文化遺産「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の構成資産への景観

に関する影響を避ける配置とする。 
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凡 例 1:200,000 

  
 

 

第 2.2-1 図 対象事業実施区域の位置及びその周囲の状況（広域図） 
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凡 例 1:50,000 

 

 

 

 

第 2.2-2 図 対象事業実施区域の位置及びその周囲の状況（周辺図） 
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凡 例 1:50,000 

 

 

 

 

第 2.2-3 図 対象事業実施区域の位置及びその周囲の状況（衛星写真） 
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2.2.6 特定対象事業の内容に関する事項であって、その変更により環境影響が変化するこ

ととなるもの 

（１）主要機器等に関する事項 

① 風力発電機 

風力発電機の概要は第2.2-1表、風力発電機の概略図は第2.2-4図のとおりである。 

 

第 2.2-1 表 風力発電機の概要 

事業名 
(仮称)佐世保市鹿町町風力発電所 

設置計画（本事業） 

参考：既設風力発電所 

長崎鹿町ウィンドファーム(撤去予定) 

定 格 出 力 3,000～4,000kW級 1,000kW 

基 数 8～11基程度 15基 

ブ レ ー ド 枚 数 3枚 3枚 

ロ ー タ 直 径  80～120ｍ程度 61.4ｍ 

ハ ブ 高 さ  70～ 90ｍ程度 68ｍ 

高 さ 110～150ｍ程度 98.7ｍ 

注：本事業の風力発電発電機は、導入を検討している主要機器等の諸元の範囲を示す。今後詳細検討により諸元を確

定する。 

 

 
 

第 2.2-4 図 風力発電機の概略図 
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② 風力発電機の基礎 

風力発電機の基礎は、今後の地質調査等の結果を基に検討する。基礎構造の例は、第

2.2-5図に示すとおりである。 

 

※地質調査結果によって、直接基礎あるいは杭基礎（杭基礎の場合は杭の深さ）の何れかを採用する。 

第 2.2-5 図 風力発電機の基礎構造の例 

 

（２）変電設備及び送電線 

風力発電機で発電した電力は、対象事業実施区域の北東4kmに位置する九州電力送配電

株式会社の送電線に連系する計画である。連系点の近傍に連系用変電所を設置し、風力発

電機と変電設備を結ぶ送電線は、架空線を中心に計画しており、ルートも含めて現在検討

中である。 

 

（３）工事に関する事項 

① 工事概要 

対象事業実施区域における主要な工事は、以下のとおりである。 

 

準備工事：工事用・管理用道路工事、用地造成工事 

基礎工事：基礎工事 

据付工事：風力発電機据付工事 

電気工事：送電線工事 
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工事用・管理用道路及び用地については、既設風力発電所（長崎鹿町ウィンドファー

ム）のものを最大限活用することにより、土地の改変範囲を最小限に留める。 

なお、海域におけるしゅんせつ及び港湾工事並びに陸上のため池の改変は行わない。 

 

② 工事工程 

工事工程の概要は、第2.2-2表のとおりである。 

なお、既設風力発電所撤去工事は、当社が実施するものではないが、対象事業実施区

域において本事業の工事に先立ち実施されることから、参考として記載する。 

 

第 2.2-2 表 工事工程 

 

 

③ 交通に関する事項 

イ．工事用資材等の搬出入車両及び通勤車両 

大型資材を除く工事用資材等の搬出入車両及び工事中における通勤車両は、主に県道

18号及び139号を使用する計画である（第2.2-6図）。 

 

ロ．大型資材の搬入 

ナセル、タワー、ブレード等の大型資材については、船舶にて江迎港隣接地又は鹿町

漁港まで海上輸送し、陸揚げ後、大型トレーラーにて対象事業実施区域まで輸送する計

画であり、県道18号及び佐世保市道を使用する計画である（第2.2-7図）。 
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凡 例 1:60,000 

 

 

 
出典：「長崎県の道路 2017」（長崎県、平成 29 年） 

第 2.2-6 図 工事用資材等の搬出入に係る主要な輸送経路 
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凡 例 1:50,000 

 
 

 
 

 

注：大型資材の陸揚げ場所は、江迎港隣接地又は鹿町

漁港（図中の○で示す箇所）のいずれかを予定して

いる。 

 

 

第 2.2-7 図 大型資材の搬入経路 
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（４）その他 

① 工事中の排水に関する事項 

工事中は、コンクリート養生や粉じん防止のために散水する程度であり、河川及びた

め池に影響を与える排水は行わない。降雨時の排水については、造成地の排水は沈砂池

に集積し、コルゲート管等を通して上澄み水を排水し、ふとん籠等でちらして流末処理

とする。沈砂池及びふとん籠の構造例は、第2.2-8図に示すとおりである。 

工事現場事務所で発生する排水については、生活排水は雑排水処理設備、し尿は汲み

取りにより適切に処理する計画である。 

 

② 土地利用に関する事項 

対象事業実施区域の一部は「森林法」（昭和26年法律第249号）に基づく保安林に指定

されているが、詳細設計において、改変を避ける計画とする予定である。 

 

③ 緑化 

造成工事により生じた切盛法面は必要に応じて、また、許認可に基づき散布吹付け工

などによる早期緑化を行う予定である。 

 

④ 廃棄物 

工事中に発生する廃棄物は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成

12年法律第104号）に基づいて極力再資源化に努めるほか、「廃棄物の処理及び清掃に関

する法律」（昭和45年法律第137号）に基づいて有効利用及び適切に処理する計画である。 

 

⑤ 残土 

造成等の施工に伴い発生する土砂は、埋め戻し、盛土等に利用するため、残土は発生

しない。 
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第2.2-8図 沈砂池及びふとん籠の構造例 

 

⑥ 対象事業実施区域及びその周辺の風力発電事業 

対象事業実施区域及びその周辺には、令和2年12月時点で明らかになっている風力発

電事業として、第2.2-3表及び第2.2-9図に示す2事業がある。 

 

第 2.2-3 表 対象事業実施区域及びその周辺における風力発電事業 

事業名 事業者名 発電所出力 備考 

長崎鹿町ウィンドファーム 長崎鹿町風力発電株式会社 
15,000kW 

(1,000kW×15 基) 

稼働中（撤去予定） 

運転開始：平成 17 年

鷲尾岳風力発電所 鷲尾岳風力発電株式会社 
12,000kW 

(2,000kW×6 基) 

稼働中 

運転開始：平成 23 年

「日本における風力発電設備・導入実績」(国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構、2018

年 6 月更新)より作成 
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凡 例 1:50,000 

  

出典：「日本における風力発電設備・導入実績」(国立

研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合

開発機構、2018 年 6 月更新) 

第 2.2-9 図 対象事業実施区域及びその周辺における風力発電事業
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